
1．武蔵野市の教育の動き

年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

5 9 学制の制定

6
四か村に学舎設立
（吉祥寺村：研磋学舎、西窪村・関前村：三省学舎、境村：栄境学舎）

8
学舎の名称を改称（研磋学舎を吉祥寺学校へ、
三省学舎を三省学校へ、栄境学舎を境学校（後に隆明学校）へ）

22 4 武蔵野村発足

26
学校名を改名（吉祥寺学校を吉祥寺尋常小学校へ、
三省学校を三省尋常小学校へ、隆明学校を隆明尋常小学校へ）

41 4 三省尋常小学校を廃止し、武蔵野高等小学校を創立

44 4
学校名を改名（吉祥寺尋常小学校を武蔵野村第一尋常小学校へ、
隆明尋常小学校を武蔵野村第二尋常小学校へ）

大正 13 4
私立武蔵野学園創立
私立成蹊学園が池袋より移転

2 4 私立関東中学（旧制）（現聖徳学園高等学校）創立

3 11 町制施行

4 10 　 私立帝国美術学校（現武蔵野美術大学）創立

5 4 武蔵野町第三尋常小学校創立

7 2 私立井之頭学園女学部（現藤村女子中学校・高等学校）創立

10 9 町立武蔵野青年学校創立

12 3 私立日本獣医学校（現日本獣医生命科学大学）が目黒より移転

4 私立興亜専門学校（現亜細亜大学）創立

9 武蔵野町第四国民学校創立

17 9 府立武蔵高等女学校（現都立武蔵高等学校）が中野より移転

4
私立帝国第一高等女学校（現吉祥女子中学校・高等学校）が大久保
より移転

8 町立図書館開設

9 武蔵野国民学校創立

10 武蔵野国民学校の校名を武蔵野第五国民学校に改称

4
武蔵野第五国民学校の校名を武蔵野町立第五小学校に改称
町立武蔵野第一中学校創立

11 市制施行 市立図書館と改称

2 小学校給食（ミルク給食）開始

9 補食給食（おかずのみ）開始、小学校全校（5校）

11 社会学級開設

4 市立武蔵野第二中学校創立

10
武蔵野市公立学校教育研究会（現武蔵野市立小中学校教育
研究会）発足

市営総合グラウンド開設

26 4
市立大野田小学校、市立境南小学校、市立武蔵野第三中学校創立
教育心理相談部開設（市立大野田小学校）

資料編
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昭和
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

1 成人学校開設

4 市立本宿小学校創立

11 武蔵野市教育委員会発足

28 4 市営プール開設

4 市立関前小学校創立

6 青年学級開設

1 成人祭(現未来をひらくはたちのつどい)開催

3 社会教育委員設置

4
市立井之頭小学校、市立境北小学校創立
完全給食（週4回）開始、自校方式、市立小学校全校（11校）

7 婦人学級開設

11 市制施行10周年

33 2 武蔵野市教育委員会表彰規定の制定

34 4 完全給食（週5回）開始

35 6 武蔵野市学校給食運営委員会発足

4 武蔵野市ＰＴＡ連絡協議会発足

6
市立小・中学校の校名を改名
（武蔵野市立武蔵野第一小学校を武蔵野市立第一小学校へ）

38 7 市立図書館を市立武蔵野図書館と改称し、新館へ移転

39 1 武蔵野公会堂完成

2 家庭教育学級開設

4 米飯給食開始（月1回） 市民スポーツデー開始

41 9 市立桜堤小学校創立 老壮大学(現いきいきセミナー)開設

4 市立関前小学校の校名を市立千川小学校に改名

5 読書の動機づけ指導開始

6 市立学校給食桜堤調理場開設

11 市制施行20周年

43 9 旧市立第二小学校を改築し、市民会館を開館

7 武蔵野市立学校給食共同調理場運営委員会発足

9 武蔵野市学校給食財務委員会発足

10 中学校給食（ミルク給食）開始

45 4 難聴学級（こだま学級）開級（市立第三小学校） 文化財保護委員設置

4
市立関前南小学校創立
市立第六中学校創立

10 「武蔵野市基本構想・長期計画」の策定

1 武蔵野市老壮連合会発足

7 むさしのジャンボリー開始

36
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

4

市立境幼稚園創立
病虚弱学級（いとすぎ学級）開級（市立境南小学校）
市立学校給食北町調理場開設→桜堤調理場参加校5校、北町調理場参
加校5校、単独調理校3校となる

5
肢体不自由学級（いぶき学級）開級（市立千川小学校）
障害幼児学級（べこのこ学級）開級

7 姉妹都市利賀村との教育交流開始

10 米飯給食、月2回実施

49 4 病虚弱学級（いとすぎ学級）開級（市立第六中学校）

51 4 情緒障害学級（こぶし学級）開級（市立境北小学校）

4 肢体不自由学級（いぶき学級）開級（市立第四中学校）

11 市制施行30周年

55 4 精神薄弱学級（けやき学級）開級（市立境南小学校）

56 2
「武蔵野市第二期基本構想・長期計画」の
策定

1 東町市民図書室開設

5
市立西部図書館開館
市立武蔵野図書館を市立中央図書館と改称

58 9 本町図書室開設

4 難聴学級（エコールーム）開級（市立第一中学校）

10 改築により、現市民会館を開館

11 （財）武蔵野文化事業団設立

60 12 図書館電算システム稼働開始

61 3 中学校給食検討委員会発足

5 学校施設開放開始

11 市制施行40周年 市立吉祥寺図書館開館

4 肢体不自由学級（いぶき学級）休級（市立第四中学校）

10 武蔵野市芸術文化協会発足

4
教育委員会事務局の機構改革
（学校教育部と生涯学習部の設置）

訪問相談室（ガイダンスルーム）開設
市立中学校1年生4０人学級の開始

9 市立第五小学校・市立境南小学校・市立本宿小学校にランチルーム開設 （財）武蔵野スポーツ振興事業団設立

11 市立武蔵野総合体育館竣工

4

肢体不自由学級（いぶき学級）の開級（市立第四中学校）
教育センターワールド教室開設
「中学校給食検討委員会報告」の策定
精神薄弱学級（いずみ学級）閉級（市立第二小学校）

10 第1回武蔵野市民大運動会開催（～平成19年）

11 「陶磁器食器」・「トレー」の導入開始

4
肢体不自由学級（いぶき学級）の移転（市立大野田小学校）
帰国児童・生徒、在日外国人の相談指導の開始
市立小・中学校全学年4０人学級の開始

7 肢体不自由学級（いぶき学級）の移転（市立第四中学校）

59

52

平成

3

昭和
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

2 「中学校の完全給食について」方針の策定

3 「武蔵野市教育史」刊行

4 「フォーク」・「箸」の導入開始

10 市立学校施設の開放に関する条例施行

12 市立小学校図書室開放の開始

2 武蔵野地域学長懇談会の発足

3
「武蔵野市第三期基本構想・長期計画」の
策定

4 肢体不自由学級（いぶき学級）閉級（市立第四中学校）

10 市立千川小学校新校舎建設着工

7 五市行政連絡協議会構成市の「図書館相互利用」開始

9 「先割れスプーン」から「ステンレス製丸スプーン」に変更

10 武蔵野地域五大学共同講演会開始

3 市立千川小学校校舎棟落成

4 セカンドスクール市立小学校13校全校で実施 市立中央図書館開館

6 市立千川小学校にランチルーム開設

3 市立桜堤小学校、市立境北小学校閉校

4
市立桜野小学校創立
セカンドスクール市立中学校6校全校で実施
市立桜野小学校にランチルーム開設

5 第1回東京国際スリーデーマーチ開催（～平成17年）

10
市立千川小学校体育館棟落成
情緒障害学級（こぶし学級）移転（旧桜堤小学校）

7 武蔵野地域五大学共同教養講座開始

8 武蔵野市給食事業検討委員会発足

11 市制施行50周年

4 肢体不自由学級（いぶき学級）開級（市立第四中学校）

9 「武蔵野市給食事業検討委員会報告書」の策定

1 武蔵野市給食施設利用推進委員会発足

6 米飯給食（週3回）実施

9 武蔵野市寄付講座開始

3 市立小・中学校全校でＩＳＯ14００1の認証を取得 東町市民図書室・本町図書室閉室

4 肢体不自由学級（いぶき学級）休級（市立第四中学校）

5 土曜学校(学校週五日制対応事業)試行

4
教育委員会事務局の機構改革
（学校教育部と生涯学習部を廃止し、
教育部を設置）

学校完全週5日制の開始
武蔵野ストリートスポーツ広場の設置
図書館運営委員会設置
土曜学校(学校週五日制対応事業)本格実施

5 むさしのブックスタート開始

6

8

5

14

9

7

平成

13
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

4
武蔵野地域自由大学開学
学長に長倉三郎氏が就任（～平成28年3月）
武蔵野市図書交流センター設置

8 新潟県小国町に愛蔵書センター開館

10 市立大野田小学校校舎改築工事着工

11 農山漁村の豊かな自然を活かす体験教育推進フォーラム開催

8 遠野市家族ふれあい自然体験開始

11 セカンドスクール10周年記念フォーラム開催

3 市立大野田小学校校舎改築新校舎棟落成
がんばれ小国ブックリサイクル開催
（10月に第2回を開催）

4
教育支援センター開設
市立大野田小学校パブリックアート完成
市立大野田小学校にランチルーム開設

9
学校ビオトープを市立小学校12校全校に整備
プレセカンドスクール市立小学校12校全校で実施

1 武蔵野市中学校給食庁内検討委員会設置

7 武蔵野市中学校給食検討委員会設置

8 学校給食新作メニュー審査会開催

9 新デザインの給食配送車導入

12 武蔵野市教育委員会児童生徒表彰実施要綱の制定 子ども文芸賞創設

1 成人式を実行委員会方式により開催

3 「武蔵野市中学校給食検討委員会報告書」の策定

4
教育委員会事務局の機構改革
（教育支援課の設置）

情緒障害等通級指導学級（はなみずき学級）開級（市立第四小学校）
学習支援教室の開始
全小中学校で臨床心理士による派遣相談を開始

11 市制施行60周年

2
「武蔵野市中学校給食実施計画策定委員会報告書　中学校給食実施計
画案」の策定

3
「武蔵野市第四期基本構想・長期計画調
整計画」の策定

4
教育委員会事務局の機構改革
（武蔵野プレイス（仮称）開設
準備室の設置）

11
市立第二中学校で完全給食開始
中学校給食用食器・白衣を導入（選定及びデザインは中学生代表による
検討会で決定）

12 「武蔵野市学校給食運営検討委員会報告書」の策定

1 市立第一中学校で完全給食を実施

4
「武蔵野市特別支援教育推進計画」の策定
個別支援教室モデル事業の開始（市立大野田小学校、市立千川小学
校、市立井之頭小学校）

「武蔵野市スポーツ振興計画」の策定

11 市立第三中学校・市立第五中学校で完全給食を実施

16

平成

21
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20
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17
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

1 市立第六中学校で完全給食を実施

3
「武蔵野市学校教育計画」の策定
一般財団法人武蔵野市給食・食育振興財団設立

4

市立第四中学校で完全給食を実施
肢体不自由学級（いぶき学級）開級（市立第四中学校）
桜堤調理場の調理業務を一般財団法人武蔵野市給食・食育振興財団に
委託
特別支援教室モデル事業の拡充（市立第二小学校、市立境南小学校）
教育支援センターにスクールソーシャルワーカー1名を配置

(財)武蔵野スポーツ振興事業団を(財)武蔵野生涯学習
振興事業団へ改組
「武蔵野市生涯学習計画」の策定
「武蔵野市図書館基本計画」の策定

6 小国愛蔵書センター閉鎖

8 スポーツ祭東京2013武蔵野市実行委員会設立

9 学校情報システム導入（全18校）

10 市立桜野小学校が単独調理校となる

3 西部図書館閉館

4
北町調理場、単独調理校（4校）の調理業務を一般財団法人武蔵野市給
食・食育振興財団に委託

財)武蔵野生涯学習振興事業団の公益財団法人への移行

7
武蔵野プレイスが開館し、管理運営に指定管理者制度
導入

9
情緒障害等通級指導学級（こぶし学級）移転（市立第二中学校）
家庭と子どもの支援員の配置開始

「武蔵野市子ども読書活動推進計画」の策定

1 「第五期長期計画」の策定

3 市立境幼稚園閉園

10 市立第四中学校　本校舎エレベーター設置

4 個別支援教室モデル事業の本格実施

9 スポーツ祭東京2０13開催

4
情緒障害等通級指導学級（かわせみ学級）開級（市立井之頭小学校）
個別支援教室の拡充（市立第一小学校、市立第五小学校、
市立関前南小学校）

7 いじめ防止基本方針策定

12 武蔵野ふるさと歴史館開館

2 市立桜野小学校西校舎増築

3
「第二期武蔵野市学校教育計画」の策定
武蔵野市学校給食財務委員会を解散し、業務を武蔵野市給食・食育振
興財団に引継ぎ

図書交流センター廃止

4
地方教育行政法の改正
武蔵野市総合教育会議の設置

教育史編さん室の設置／教育推進室の設置
市立全小・中学校でセカンドスクールを実施から20周年
特別支援教室の拡充（市立第三小学校、市立本宿小学校）
体育専門の学習指導員制度導入

5 武蔵野市学校施設整備基本方針の策定

9
セカンドスクールが「2015年度グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日
本デザイン振興会）」を受賞

11～1 セカンドスクール小・中合同報告会を開催

27

平成 24

25

23

26

22



年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

2 ルーマニア国ホストタウン登録
武蔵野市、教育委員会、特定非営利活動法人武蔵野ス
ポーツクラブとの相互協力に関する協定書の締結

3
武蔵野市小中連携教育推進委員会報告書
市立小学校通学路における防犯カメラ全校設置完了

4

先生いきいきプロジェクト実施
単独調理校の学校給食費の経理を一般財団法人武蔵野市給食・食育振
興財団が担うこととなる
スクールソーシャルワーカーを2名体制とし、全中学校に週1回（半日）定
期派遣を実施

「武蔵野市スポーツ振興計画」の一部改定
武蔵野市生涯学習事業費補助制度の創設及び武蔵野
市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助
制度の改正
マルチメディアデイジー貸出開始

5 いじめ防止基本方針改定
Sports for All（スポーツフォーオール）実施
2016年日本建築学会賞(作品)受賞（武蔵野プレイス）

6 武蔵野市子ども図書館文芸賞の創設

7
「東京オリンピック・パラリンピック等国際大会に向けた武
蔵野市の取組み方針」に基づく行動計画の策定

9 全校全普通教室に電子黒板、プロジェクター、書画カメラを導入

10
市立小中学校8校でＰＣＢ使用照明器具が発見され、
年度内に全て撤去完了

市民会館へ男女平等推進センター移転設置

12 武蔵野ふるさと歴史館の土曜開館開始

3

武蔵野市小中一貫教育調査研究ワーキングチームにおける論点整理
「学校施設整備基本計画中間のまとめ」の作成
武蔵野スタートカリキュラム作成
奨学金支給条例廃止し、修学支援事業及び就学援助費の入学準備金を
入学前に支給開始
武蔵野市学校給食施設検討委員会設置

武蔵野ふるさと歴史館分館資料室整備

4

副校長事務補助職員（臨時職員）の配置
タイムレコーダーモデル校
市立大野田小学校の児童数の増加による、就学学校の指定の変更に関
する制限措置開始
知的障害学級（ひまわり学級）開級（市立第三小学校）
特別支援教室開始（市立小学校全12校）

5 小学3年生の読書の動機づけ指導　50周年

7 「武蔵野市学校給食施設検討委員会報告書」の策定 武蔵野プレイス来館者1,000万人達成

8 「当面の学校給食施設の整備方針について」方針策定

9
全校に無線ＬＡＮ、タブレット端末（コンピューター室に41台、普通教室教
員用、特別支援教室用導入）

吉祥寺図書館改修工事に伴う臨時窓口の開設

11
市立大野田小学校・市立千川小学校の学区変更を決定（平成32（2020）
年度より適用）

2 武蔵野市小中一貫教育検討委員会答申

3 「武蔵野市教育史1990-2014」発刊

4
学習指導講師（市講師）制度化
小学校知的固定学級の学区変更

吉祥寺図書館リニューアル開館し、管理運営に指定管理
者制度を導入
武蔵野ふるさと歴史館第2期管理運営基本方針の策定

6
「武蔵野市立学校における働き方改革推進実施計画～先生いきいきプロ
ジェクト～」の策定

7 学区編成審議会設置 武蔵野市文化財新指定（仙路翁墓碣碑、武蔵野八景碑）

9 小中一貫教育あり方懇談会設置

10 学区編成審議会答申

11 小中一貫教育あり方懇談会報告

12

タイムレコーダー全校設置
市立桜野小学校・市立第二小学校、市立第二中学校・市立第六中学校
の学区変更を決定
（令和2（2020）年度より適用）
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

1
武蔵野地域自由大学新学長に西尾勝氏が就任（～令和
4年3月）

3
「武蔵野市民科教員向け手引」の作成・配布
「武蔵野市立学校に係る部活動の方針」の策定

「第二期武蔵野市図書館基本計画」の策定

4

全校でタイムレコーダーを活用した出退勤システム運用開始
市立本宿小学校から市立第三小学校へ給食を提供する親子給食を開始
スクールソーシャルワーカーを3名体制とし、吉祥寺・三鷹・武蔵境エリア
と三地区に分けた支援体制とした

7
市立小中学校の夏季休業期間を7月21日～8月26日に変更（実施は令和
2年度から）

武蔵野市文化財新指定（秋本家文書）

10 学校徴収金管理システム導入（全18校）

1
新型コロナウイルス感染症対策本部会議
発足

「第三期武蔵野市学校教育計画」の策定

2 全市立小中学校に体育館空調設備の設置完了

3 「第六期長期計画」の策定
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市立小中学校の臨時休業を
実施（令和2年5月31日まで）
「武蔵野市学校施設整備基本計画」の策定

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、3月2日か
ら、図書館（～6月14日）、武蔵野ふるさと歴史館（～5月
31日）、市民会館（～5月31日）、武蔵野プレイス（～6月7
日）、総合体育館（～6月7日）、温水プール（～7月17
日）、屋外プール等の休館・休場

4
中学校特別支援教室開始（市立中学校6校）
小学校特別支援教室の拠点校増設（市立千川小学校）
スクールソーシャルワーカーを6名体制とし、中学校区に1名の配置とした

「第二期武蔵野市生涯学習計画」の策定
国登録文化財新登録(旧東京市麻布区役所庁舎(日本獣
医生命科学大学一号棟))

4～9
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、セカンドスクール、プレセカン
ドスクール、修学旅行、移動教室の全日程を中止

6

新型コロナウイルス感染症拡大による臨時休業後の学校再開に伴い、学
校給食を再開（6月15日、小学1年生のみ6月22日）
「武蔵野市立第一中学校改築懇談会」の設置
「武蔵野市立第五中学校改築懇談会」の設置

7

臨時休業による授業日数減少を受け、学習指導要領に基づいた教育活
動を進めるため、夏季休業期間を7月21日～8月26日から8月1日～8月
23日に変更
むさしのクレスコーレ開設

8 「武蔵野市学習者用コンピュータ活用に関する基本的な考え方」の策定

12 中学生と教育長の意見交換会試行実施
「武蔵野市立中央図書館の今後の運営体制に関する基
本方針」の策定

1
「武蔵野市立第一中学校改築基本計画」の策定
「武蔵野市立第五中学校改築基本計画」の策定

武蔵野市電子書籍サービス開始

2 「武蔵野市学習者用コンピュータ活用検討委員会」の設置

3 「武蔵野市長期宿泊体験活動検討委員会報告書」作成
「武蔵野市立図書館蔵書方針」の策定
「第2次武蔵野市子ども読書活動推進計画」の策定

4
一人1台の学習者用コンピュータと高速通信環境の整備
武蔵野市民科の全面実施を開始（対象：小学5年生～中学3年生）

7
武蔵野プレイス開館10周年
武蔵野市文化財新指定（御殿山遺跡第2地区N地点出土
縄文時代草創期資料）

8 市立学校給食桜堤調理場の建替えを完了し、2学期から提供開始

10 武蔵野市学校・家庭・地域の協働体制検討委員会設置
中央図書館の特定天井、エレベーター等の改修工事及
び空気調和設備の更新工事

12
武蔵野市長期宿泊体験活動実施要綱 改定（令和4年4月1日から施行）
「武蔵野市立第一中学校改築基本設計 概要版」の策定
「武蔵野市立第五中学校改築基本設計 概要版」の策定
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年号 年 月 市勢・機構改革など 学校教育分野 生涯学習分野

2
「武蔵野市立学校における働き方改革推進実施計画～先生いきいきプロ
ジェクト2.0～」の実施

3
武蔵野市立学校の学校徴収金事務取扱
規程の制定及び手引の発行

「第二期武蔵野市スポーツ推進計画」の策定

4

（公財）武蔵野文化事業団と（公財）武蔵野生涯学習振
興事業団が合併し、（公財）武蔵野文化生涯学習事業団
へ名称変更
武蔵野市立図書館協議会設置

6
中学生と教育長の意見交換会をスクールミーティングに名称変更し、各
市立学校で順次実施開始

武蔵野市文化財新指定（平野家文書）

8
吉祥寺図書館のエレベーター改修工事、屋上防水改修
工事

9 土曜学校の在り方有識者検討会議

10 国登録文化財新登録(旧赤星鉄馬邸)

12 武蔵野市学校・家庭・地域の協働体制検討委員会報告書提出

1
武蔵野地域自由大学学長に松井孝典氏が就任（～令和
５年３月）

4

「武蔵野市立第五小学校改築基本計画」の策定
「武蔵野市立井之頭小学校改築基本計画」の策定
学校運営協議会機能を有する開かれた学校づくり協議会（モデル校）設
置（境南小・第一中）

武蔵野ふるさと歴史館第3期管理運営基本方針の策定

5

令和

4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画策定の背景（ P5）   

概要版  

情報化社会の進展、長寿命化、少子・高齢化、就業・就労状況の変化、子どもの貧困 など、様々な
課題と社会情勢の変化のなか、予測困難ともいえる時代を迎えています。学校教育においても、子ど
もたちにどのような力を育んでいくのかを明確にし、それらに対応できるよう見直していく必要が
あります。  

教育委員会では、国の第３期教育振興基本計画、東京都の第４次東京都教育ビジョン等の趣旨を踏
まえながら、本市における教育の現状と課題を整理するとともに、目指す方向性を明らかにするた
め、現（第二期）計画を改定し、第三期武蔵野市学校教育計画を 策定しました。  

第三期武蔵野市学校教育計画

計画の位置付けと計画期間（ P5）   

武蔵野市第六期長期計画  
 

第三期

 

□新学習指導要領では、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力 等」「学びに向かう力、人間性 等」
といった資質・能力の育成が求められています。そのため、学校では、児童生徒が話し合ったり 課題
を追求したりする授業を展開することで、「主体的・対話的で深い学び」を実現することや、「カリキ
ュラム・マネジメント」に取組むことで、教育活動の質の向上を図っていく必要があります。(P30,42) 

□特別支援教育、不登校対応、日本語指導などを必要とする児童生徒の増加等により、一人一人の教育
的ニーズに的確に対応するための相談機能及び学習環境の整備、保護者・地域への理解促進が求めら
れています。 (P27,28,33,42) 

□教員の長時間労働の実態が明らかとなっており、校務の改善を図り、児童生徒に向き合う時間の確保
が必要です。 (P37,43) 

□保護者の就労状況が変化し、地域の大人が地域行事に参加しにくい現状において、学校・家庭・地域
が 子 ども の 育 ち に 対 す る 目 標を 共 有 し 、それぞれの役割を主体的に果たすためのしくみを整える必
要があります。 (P34,43) 

□未来を見据え、給食調理施設を含めた学校施設の計画的な更新・保全が必要で す。 (P39,40,43) 

現状と課題（ P27～ 43）   

第１章  
計画の位置付け  

計画策定の背景・趣
旨、位置付けなどを
記載  

第２章  
現状と課題  

こ の 間 の 教 育 に 関
わる様々な動き、前
計 画 の 取 組 状 況 か
ら課題を抽出  

第３章  
第 三 期 学 校 教 育
の 基 本 理 念 と 施
策  

計画の基本理念、施
策 の 基 本 的 な 考 え
方、施策と主要な取
組について記載  

 

計画の構成  

教育基本法第 17 条第 2 項に定める「教育の振興のための施策に関する基本的な計画」の一部とし
て、教育委員会が目指すべき学校教育の基本的方向性を示したものです。  

武蔵野市第六期長期計画の方向性を踏まえるとともに、第五次子どもプラン武蔵野（子ども・子育
て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」等に位置付け） にもその一部を反映しています。 

本計画の期間は、令和２年度から６年度までの５年間です。  

基本理念 

 

「生きる力」を育む教育を一層推進するとともに、子どもたち一人一人が様々な  
変化に主体的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力を育んでいきます。  

２．武蔵野市教育委員会の計画の概要  

 



 

「生きる力」を支える 
あらゆる学びの基盤となる 

資質・能力の育成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人の教育的ニーズと 

命を大切にした 

教育活動の推進 

すべての子どもに 

資質・能力を育むための 

環境整備 

多様性の理解と 
市民性の育成 

 

主要な取組 

これからの時代に求められる 
資質・能力を育む教育 

｜ 
自信を高め 

意欲を育む教育 
｜ 多様性を生かす教育 ｜ 

学校・家庭・地域が相互に 
連携、協働した教育 

子どもたちが学習内容を人生や社会の在り方と結び

つけて理解し、生涯にわたって能動的に学び続けるた

めに必要な力を育む教育を進めます。 

 

子どもたちが自分のよさや

可能性を認識し、自らの力を

最大限発揮できる教育を進

めます。 

 

子どもたちが多様な他者と協働し

ながらよりよい社会を創っていく

ために必要な、協働する力や人間性

を育む教育を進めます。 

 

学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割を主

体的に果たし、同じ目的に向かって取り組め

るよう、相互の意思疎通を十分に図り、連携・

協働した教育を進めます。 
 

                               第三期武蔵野市学校教育計画 体系図    令和２～６（2020～2024）年度 

〈 基 本 理 念 〉 

基本理念を実現するための 
〈施策の基本的な考え方〉 

施策の基本的な考え方に基づく 
〈 施 策 と 主 要 な 取 組 〉 

24.武蔵野市立小・中学校における働き方改革の推進★ 

25.持続可能な部活動の実施に向けた取組 

26.主体的・対話的で深い学びの実現に向けた教員研修の実施 

27.学校運営の中核となる教員の育成 

1.言語活動の充実 
2.英語教育の充実★ 

3.学校図書館の活用 
4.情報モラル教育の実施 5.情報通信技術(ICT)を活用した授業の推進   
6.論理的思考・プログラミング的思考の育成★ 

7.武蔵野市民科の実施★ 

8.キャリア教育の充実 

9.長期宿泊体験活動（セカンドスクール・プレセカンドスクール）の実施 

10.人権教育の推進 

11.道徳教育の推進 

12.交流及び共同学習の推進 

21.安全・安心な学校づくり 

22.運動習慣の定着や体力の向上、健康教育の取組 

23.食育の推進    

13.いじめの防止に向けた取組    14.特別支援教室(通級)の体制整備 
15.特別支援学級(固定学級)の今後のあり方の検討 16.交流及び共同学習の推進(再掲) 
17.スクールソーシャルワーカーと家庭と子どもの支援員の配置拡充 
18.不登校児童・生徒の多様な学びの場のあり方の検討と確保 
19.切れ目のない相談支援体制づくり 20. 帰国・外国人教育相談室による支援の充実 

28.学校・家庭・地域が目標を共有した学校協働体制の構築 

29.文化・芸術活動の充実 

30.学校の福祉的機能の充実★ 

31.学校改築の計画的な推進 32.新学校給食桜堤調理場の整備★ 

33.小学校自校給食調理施設の整備 

34.児童増・災害・老朽化に対応した学校施設の改修 35.ICT 化の推進 

下線・太字・・・特に重点的に取り組む内容 
 

★ ・・・本計画で初めて主要な取組に位置付けられた内容  

⑤ 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ 
 に 応 じ た 指 導 ・ 支 援 の 充 実 

④多様な人々が共に生きる社会の 
担 い 手 と し て の 資 質 ・ 能 力 の 育 成 

③ 市 民 性 に 関 わ る 資 質 ・ 能 力 
 の育成 

① 言 語 能 力 の 育 成 

② 情 報 活 用 能 力 の 育 成 

⑥ 健 康 で 安 全 な 生 活 の 実 現 

⑦ 学 校 に 好 循 環 を 生 み 出 す 
 取組の充実 

⑧ 学 校 が プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と な る 
 地 域 と の 協 働 体 制 の 構 築 

⑨ 未 来 を 見 据 え た 学 校 の 整 備 

施策 

自ら人生を切り拓き、多様な他者と協働してよりよい未来の創り手となる力を育む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
英語教育の充実（P52）  
 
〇英語の授業力の向上     

○市講師制度を活用した指導の実施 

〇ALT（外国語指導助手）の配置 

〇地域との連携等による日常的に英語と触

れ合う教育活動の実施 

 
武蔵野市民科の実施（P57）

  
〇小学校第５学年から中学校第３学

年を対象に、教科横断的なカリキ

ュラムにより、「自立」「協働」「社

会参画」に関する資質・能力（市民

性）を育成 

 
人権教育の推進（P60）  
 
〇いじめ、外国人、性自認、性的指向、

女性、障害者など人権課題を取り上

げた学習の確実な実施 

〇多様な人々と関わる体験活動 

〇ボランティア活動の推奨 

 

重点的な取組 

 
特別支援教室（通級）の体制整備（ P64）

  
〇特別支援教室の全市立中学校への導入 

〇小学校特別支援教室の拠点校増設による、巡回指導教員と

児童の在籍校の連携維持、強化 

 
スクールソーシャルワーカーと 
家庭と子どもの支援員の配置拡充 （P66）

  
〇不登校傾向の児童生徒の早期発見、早期対応 

〇スクールソーシャルワーカーの全中学校区（６名）配置と

家庭と子どもの支援員の配置拡充 

〇保護者への情報提供、交流の場づくり 

 
交流及び共同学習の推進（P62）  
 
〇特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習を推進

するための支援策の検討 

〇全小・中学校における交流及び共同学習の事例の共有 

〇教員、児童生徒、保護者、地域、関係機関に対する特別支

援教育及び合理的配慮に関する理解促進 

 

 
不登校児童生徒の多様な学びの場の 
あり方の検討と確保 （P66）  
 
〇チャレンジルームの機能強化と複数箇所設置の検討 

〇フリースクールの実態把握と学校連携強化 

〇不登校特例校の多角的研究 

 
武蔵野市立小・中学校における働き方改革の推進 

（P72） 
〇出退勤、出張等管理の ICT化       

〇学校徴収金管理システムの導入による事務軽減 

〇市講師の配置による教員の持ち時数削減、学習指導補助員

等の人的支援の拡充、一部教科担任制の導入 

〇清掃・給食等を見守り・支援するボランティア制度の検討 

〇スクールロイヤー制度の検討 

〇教員がアクセスしやすいクラウド環境整備等の検討 

 
切れ目のない 
相談支援体制づくり （P67）  
               
〇教育推進室と教育支援センター 

それぞれのさらなる機能強化      

〇入学前後における切れ目のない支援 

〇相談員の資質向上、適切な配置による教育支援センターの

体制強化 

 
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 
教員研修の実施 （P74）   
 
〇教育推進室による教員研修の充実 

〇若手教員、臨時的任用教員等に対する、教育アドバイザー

の授業観察・支援 

〇OJT の推進 

〇外部研修や模範授業、公開授業への積極的な参加奨励 

 
学校・家庭・地域が目標を共有した 
学校協力体制の構築 （P76）  
 
〇学校・家庭・地域を巡る様々な課題を踏まえた、学校・保

護者・地域の協働による学校運営のあり方の検討 

〇地域コーディネーターを中核とした組織的な協働のあり

方の検討 

 
新学校給食桜堤調理場の整備（P80）  
 
〇新学校給食桜堤調理場の建替による安定的な学校給食の

提供 

〇地域人材の活用による効果的な調理場の運営 

〇地域や家庭における食育推進 

 
学校改築の計画的な推進（P79）  
              
〇学校施設整備基本計画に基づく、 
計画的な学校施設の改築  

       

編集・発行      

令和２年２月 武蔵野市教育委員会教育部教育企画課 0422-60-1894 

計画全文はこちらから 



改築順グループ判断基準

施設の建築年数を基本に、必要に応じて施設の劣化状況なども総合的に考慮し決定

①最も古い校舎棟が築50年超で、次の計画改定までに築後60年超となる。

②劣化状況調査結果で改築を検討すべき項目がある。

該当 非該当

第１グループ 第２グループ

第二小学校（①） 第五小学校（①）

境南小学校（②） 井之頭小学校（②）

第一中学校（①） 第二中学校（①）

第五中学校（①） 第六中学校（②）

同一中学校区内の小学校と中学校では

中学校を先に改築する

同一中学校区内で仮設校舎を共有せざ

るを得ない場合、連続して事業を行う

第一小学校 第三小学校

第四小学校 大野田小学校（体育館）

本宿小学校 関前南小学校

桜野小学校 第三中学校

第四中学校

計画改定時に改築順序を決定する

本市における教育の現状と課題に対応する

教育企画課　財務係　TEL（60）1972問合せ

第１グループの改築年次案

改築順の考え方

今後の

取組

令和2年度から第一中学校、第五中学校の改築に着手

します。

学校、保護者、関係者、地域住民、教育委員会等によ

る改築懇談会（仮称）を学校ごとに設置し、基本構想・

基本計画を策定します。策定にあたっては、アンケート、

説明会、ワークショップなど、地域住民が話し合える場

の設置も検討します。

武蔵野市学校施設整備基本計画
　本市の市立小中学校施設は今後連続して、更新の検討の目安となる築後60年を迎えます。今後は「武蔵野

市学校施設整備基本計画」に基づき計画的に更新を進めます。本計画は令和２年度～ 25年度の24年間を計

画期間とし、８年ごとに改定します。

１　予防保全

 本市は予防保全（劣化の進行を予測したうえで、損傷が深刻化する前に修繕を行う管理手法）の考え方に

沿って劣化・改良保全整備を実施しています。

2　保全部位の調査

 営繕担当部署が施設ごとに原則毎年すべての保全部位を調査し、その結果をもとに保全を行っています。

3　保全・改修計画との連携

 これまで行ってきた劣化・改良保全整備に快適性を高める内装改修や保全部位以外で定期的に更新が必

要な部位の改修も含めた『保全・改修計画』を定め、本計画との連携を図ることでより計画的な維持管理

を行います。

１　学校施設整備にあたっての考え方

●学習や教育の変化に対応し、主体的・対話的な学びができる施設　●安全でゆとりのある施設

●地域のつながりを育てる施設　●学校施設の機能・性能の維持・向上

２　計画・設計の具体的事項

●ゆとりのある普通教室（小学校68㎡前後、中学校76㎡前後）

●全体の面積は諸室面積基準を元に、児童・生徒数を勘案し算定

３　改築順序とスケジュール

●建築年数を基本に、必要に応じ劣化状況なども総合的に考慮

●工事は1年2校

４　事業費（現段階での参考試算）

　  本計画期間（令和２年度～ 25年度）で、改築743億円、改修131億円を見込んでいます。

計画の内容

改築までの既存校舎における保全・改修について

学校施設整備基本計画の
全文はこちらから

年度
2020

（令和 2 年）
2021

（令和 3 年）
2022

（令和 4 年）
2023

（令和 5 年）
2024

（令和 6 年）
2025

（令和 7 年）
2026

（令和 8 年）
2027

（令和 9 年）
2028

（令和 10 年）
2029

（令和 11 年）
2030

（令和 12 年）
2031

（令和 13 年）

第五中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

第五小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第一中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

井之頭小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第六中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

境南小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

令和２年３月策定
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68.4％

75.0％

現状値

目標値

Sports for All

イベント

ボッチャ武蔵野カップ

パブリックビューイング

武蔵野総合体育館・

武蔵野陸上競技場

はじめてのスケートボード教室

子育て支援スポーツ教室

生涯学習スポーツ課  スポーツ推進係  TEL（60）1903問合せ

「第二期武蔵野市スポーツ推進計画」

市民の誰もがスポーツを楽しみ　豊かな生活を送り続けられる　武蔵野市

｜５つの｜基｜本｜方｜針｜

｜重｜点｜施｜策｜

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

誰もが

スポーツを楽しめる

機会の創出

障害者

スポーツの

推進

スポーツを

支える担い手づくりと

活動支援

スポーツに

親しむ

環境づくり

武蔵野市の

特性を生かした

スポーツ文化の

醸成

スポーツを取り巻く社会情勢の変化や、

個人のライフスタイル・価値観の多様化が進む中で、

市民一人ひとりがスポーツの価値を享受できるよう、施策を展開していきます。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

この計画では、遊びやレクリエーション、

健康づくりや介護予防のための運動、自

然に親しむ野外活動、電子機器を利用し

てゲーム感覚で身体を動かすものなども

含めて、自ら楽しむ身体活動全てをス

ポーツとしてとらえます。

多様な主体が楽しむスポーツの推進
一人ひとりの年代やライフスタイル等に応じた取組みを進めます。特に、スポーツ

実施率が低い子育て世代・働き盛り世代に対して、より一層スポーツに親しめる

機会を提供します。

新たなスポーツとの出会いの創出
アーバンスポーツやデジタルを活用したスポーツなど、新たなスポーツとの出会

いを創出し、これまで以上のスポーツの楽しみ方を提供します。

障害者がスポーツに親しめる機会の創出
障害者が自由に、かつ気軽にスポーツに親しめるよう、身近な場所で身体を動か

す楽しさを体感できる機会の充実を図ります。

スポーツ支援団体等との連携の推進
多様化する市民ニーズなどに向けて、民間企業やスポーツ関連団体等との役割分

担や連携を強化し、スポーツの場の提供、指導のノウハウなどの充実を図ります。

スポーツ施設の整備
武蔵野総合体育館は、令和８年度から10年度に大規模改修工事を行います。ま

た、屋外プールの廃止と、温水プール・管理棟の建替えによって、遊泳コースを増

やし、バリアフリー化を図るなど、年間を通して誰もが利用しやすいプールのあり

方について、第六期長期計画・調整計画の策定のなかでさらに議論を深めます。

多様なスポーツの楽しみ方の創出
スポーツの魅力をより深く知る機会やスポーツを始めるきっかけづくりのため、

トップアスリートとの交流の機会を提供します。

計画期間 令和4年度から令和13年度まで
成人等のスポーツ実施率（週1日以上）

武蔵野市のスポーツ・運動に関する

アンケート調査（令和２年度実施）

▲計画本文

令和４年３月策定



第2期 武蔵野市図書館基本計画 概要版 
発行 武蔵野市教育委員会 

計画の位置づけ    

計画策定の背景  
 武蔵野市立図書館では３館構想を掲げて整備を進め、平

成7（1995）年に中央図書館の移転、平成23（2011）

年に武蔵野プレイスの開業、平成30（2018）年に吉祥寺

図書館のリニューアルを行ってきました。 

 整備が進む一方、インターネットの普及や生涯学習活動

の活発化、さらには地域や住民による地域課題解決への   

支援の必要性の高まりなど、図書館をめぐる環境は大きく

変化してきています。 

 上記の状況、および、平成22（2010）年に策定された

第１期図書館基本計画が平成31（2019）年に計画期間を

終了することから、武蔵野市立図書館が今後進むべき姿を

描くと同時に、３館の適切な役割分担、その実現のために

必要な施策を網羅的・体系的に整理するため、第２期図書

館基本計画を策定することとしました。   

第五期長期計画・調整計画（平成28(2016)〜32(2020)年度）、第六期長期計画（平成32(2020)〜41(2029)年度） 

第２期 学校教育計画 
（平成27(2015)〜 
      31(2019)年度） 

生涯学習計画 
（平成22(2010)〜 
31(2019)年度） 

スポーツ 
振興計画 

(平成21(2009)
〜33(2021) 

年度) 
子ども読書活動推進計画 
(平成23(2011)年度策定) 

第２期 図書館基本計画 
（本計画） 

（平成31(2019)〜 
40(2028)年度） 

・公共施設等総合管理計画（平成28（2016）〜37（2025）年度） 

・東京オリンピック・パラリンピック等国際大会に向けた武蔵野市の取組み方針 

 本計画は、長期計画（現行の第五期基本計画・調整計画

の計画期間は平成28（2016）〜32（2020）年度）を

踏まえ、教育・文化行政推進のための基本計画と 

して策定されている生涯学習計画（現行計画期間は平成22

（2010）〜31（2019）年度）の図書館部分について整

理した個別計画として位置づけられるものです。 

平成30 

(2018) 

年度 

平成31 

(2019) 

年度 

平成32 

(2020) 

年度 

平成33 

(2021) 

年度 

平成34 

(2022) 

年度 

平成35 

(2023) 

年度 

平成36 

(2024) 

年度 

平成37 

(2025) 

年度 

平成38 

(2026) 

年度 

平成39 

(2027) 

年度 

平成40 

(2028) 

年度 

平成41 

(2029) 

年度 

長期計画 

生涯学習
計画 

図書館 
基本計画 

第１期 計画 

第六期長期計画 
第五期長期計画・調整計画 

第２期 生涯学習計画 

第２期 図書館基本計画 
第１期 
計画 

計画期間 

 本計画は、第1章で計画の位置づけについて整理した後、

第2章で武蔵野市立図書館を取り巻く現状と課題について

整理し、それを受けて、第3章でこれからの10年における

武蔵野市立図書館の理念・方向性とそれを実現する施策に

ついて記載しています。 

 本概要版は第３章を中心に取りまとめています。 

第１章 計画の位置 
    づけ 

本計画策定の背景、位置付け、
期間等を記載 

第２章 武蔵野市立 
    図書館を巡 
    る現状 

全国の図書館の動向、武蔵野
市の現状、市立図書館の現状
から課題を抽出 

第３章 基本理念と 
    施策体系 

武蔵野市立図書館が目指す理
念とその実現のための施策を 
記載 

計画の位置づけと計画期間 

計画の構成 



図書館基本計画の全体像    

図書館の力を高める 

基
本
方
針 

図書館の力を地域に活かす 

(1)すべての人が「読む」楽しみを実感できる 

   図書館 

・インターネット時代にも変わらない読書の楽しみ、 

 図書だからこそ得られる感動の体験を拡げていき 

 ます。 

・子どもや青少年、来館困難な市民や障害のある 

 市民にも目を配り、読書への意欲に寄り添った 

 支援をしていきます。 

 

(2)すべての人が「知る」楽しみを実感できる 

   図書館 

・「知る」楽しみ、体系的に調べ考えることによ

り得られる「知」の価値や楽しさを、市民に拡

げていきます。 

・レファレンスの高度化を実施します。 

 

 (3)「デジタルの力」を取り入れ、活かす 

  図書館 
・ICT技術を活用し、デジタル時代に相応しい 

 新サービスの導入や既存サービスの高度化を 

 図っていきます。 

(1)地域住民の課題解決を支援する 

   図書館 

・地域の課題解決に取り組んでいる行政の部署、 

 専門機関、民間団体、市民団体、NPO団体など 

 との協力・連携・協働を強化し、市民の課題 

 解決を支援します。 

 
 
 
(2)人々の交流と文化創造を支援する 

   図書館 

・３館それぞれの特性を生かしながら、青少年 

 活動や市民活動、学校教育など、各種の機能と 

 効果的に連携して、市民交流や地域文化の創造 

 を支援します。 

重
点
取
組 

・すべての人への適切な読書環境と読書支援の実施 

・レファレンスの強化と普及 

・蔵書方針の見直し 

 (複本冊数の抑制・3館の地域特性を活かした選書) 

・情報発信力の強化 

・専門人材の育成・強化 

・地域課題解決支援の強化 

 （他部署や他機関、学校などの教育機関、地域

の団体や企業などとの連携や協働の推進） 

・市民への適切なサービス提供 

 （市外登録者のサービス内容の見直し） 

・中央図書館の役割の明確化と運営形態の検討 

↓基本方針実現のために、本計画期間において特に取り組む重要な項目↓ 

 第１期図書館基本計画の後、インターネットの普及、地

域の課題解決における図書館の役割の拡大など、図書館を

巡る環境は大きく変化しました。また、武蔵野市に限って

みても、全国的にみて非常に活発な図書館サービスを提供

し続けている一方で、市外利用者が想定を上回り市民利用

を圧迫しつつあること、資料の収蔵スペースの余剰が少な

くなり、今後の資料収集への影響を考える必要が出てきて

いることなど、新しい課題が出てきています。 

 本計画では、上記を踏まえ、図書館の原点に立ち戻って

「図書館の力」を一層高めていくこと、それを地域に活か

していくことで環境変化への対応をしていくことを基本の

理念および方針とし、重点的な取組と、具体的な実施計画

を立案しています。 

 

ひと と まち を「知」で支える 
 
 
 

基
本
理
念 

 図書館の責務である「知る自由の保障」を原点におき、すべての市民にとっての知の面でのセーフ
ティネットを目指します。 

 読書ならではの楽しさや喜びを提供し、武蔵野市民が知りたいこと・考えたいこと・解決したいこと

を「知」の側面から支えていくために、図書館の力を高め、市民と地域の生き生きとした活動に貢献 

していきます。 

 
 



実施計画の体系    

図
書
館
運
営
に
関
す
る
項
目 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項
目 

図書館施設・機能の充実 (1) 

図書館機能の充実（配本サービス、団体貸出、公共施設での窓口開設） ① 

既存施設の整備・改修（計画修繕・改修、中央図書館リニューアル検討、館内環境整備） ② 

図書館情報システムの改良（情報発信力の向上、省力化・サービス向上） ③ 

安心して利用できる図書館環境の構築 (2) 

利用者の安全性を高める設備・サービスの充実（防犯カメラ、安全維持、防火・防災） ① 

個人情報とプライバシーの保護 ② 

危機管理体制の構築（マニュアルの改善・更新、危機管理研修・訓練） ③ 

質の高いサービスを支える体制整備 (3) 

職員の人材育成（計画・継続的な育成、視察・外部研修、政策立案・形成人材の育成） ① 

施設の管理運営形態（中央図書館の運営形態、開館日・開館時間の検討） ② 

図書館運営評価の実施（内部評価・目標設定に基づく事業執行、図書館運営委員会） ③ 

地域の情報拠点としての情報の蓄積 (1) 

一般図書（地域特性等を生かした選書、除籍基準見直し、DB強化、電子図書研究） ① 

逐次刊行物（新聞・雑誌等） ② 

視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ等） ③ 

児童・ヤングアダルト（青少年）資料 ④ 

郷土・行政資料（ふるさと歴史館との分担での収集、地域課題解決支援など） ⑤ 

利用困難者サービス資料（録音・点訳・大活字本等） ⑥ 

市民や関係機関と連携したサービスの充実 (2) 

市民との協働 ① 

他の図書館施設、行政部局との連携・協力（大学図書館・専門図書館、庁内サービス等） ② 

学校との連携・協力 ③ 

図書館の活用と情報収集の支援 (3) 

本に親しめる環境の整備（情報提供、子ども読書活動推進計画、各種読書支援活動など） ② 

市民の学びと課題解決の支援 (4) 

レファレンスサービスの強化・普及（「知る楽しみ」の普及活動など） ① 

「知る楽しみ」を拡大する情報の収集、提供、発信（インターネット利用環境の充実など） ② 

課題解決の支援（行政他部署・大学・地域団体との連携、図書館による課題発掘など） ③ 

貸出・閲覧サービス（市民への適切なサービス水準の確保） ① 

市民の生涯学習や市民活動の支援の充実 ③ 

 前述の理念・方針・重点的な取組を踏まえ、下記の実施計画を策定しています。 

開かれた図書館運営 ④ 



各図書館の役割分担    

各圏域における図書館サービスの分担 
武蔵野プレイス → 武蔵境圏＋青少年活動／市民活動／生涯学習  吉祥寺図書館 → 吉祥寺圏＋吉祥寺地域密着情報の収集 

  
武蔵野プレイス 

  
   

▶ 青少年活動支援、市民活動支援、生涯学習支援
との複合機能施設 

▶ 新たな「若者の居場所」 

▶ 武蔵境の新たな賑わい拠点 

吉祥寺図書館 
  

  

▶ 吉祥寺の来街者を含む幅広い層に対応 

▶ 吉祥寺の地域密着情報の提供や発信を通じて、
まちの文化振興、地元産業支援を実現 

  

多世代の交流情報拠点 

中央図書館  
  
  
  

地域館機能 → 市中央圏＋学校支援、福祉分野などでの地域課題解決支援 
中央館機能 → 司令塔＋サービス基盤提供＋専門機関連携 

  

▶ 市中央圏の図書館であるとともに、施設を舞台としない３館共通の事業を展開 

（図書館行政、資料収蔵、図書館情報システム構築、学校支援、読書の動機づけ、来館・利用困難者向け事業等） 

▶ 今後は上記実績に加えて下記の役割を強化し、中央館としての役割を拡大させる 
  

①図書館行政企画・立案の拠点として機能 

②資料収蔵、図書館情報システム構築・提供、人材育成など、３館の運営・サービス基盤を整備・提供 

③大学図書館、専門図書館、専門機関などと連携し、専門的な「知」へのニーズに対応 

④学校教育、福祉領域を中心とした地域連携、地域課題解決支援活動を展開 

吉祥寺の駅前情報拠点  

武蔵野市の「知」を支える政策立案拠点 

統括・支援 

事業の推進体制    

 事業推進のプロセスと体制は、下記のとおりです。 

ステップ１ 具体目標・指標の設定 

▶本計画に基づき、具体目標（設定が可能な項目は数値指標）を設定する。 
     ①重点取組についての目標・指標設定  ②各施策についての目標・指標設定 

  ③事業単位での目標・指標設定     ④目標・指標設定についての図書館運営委員会での確認 

  

ステップ２ 事業の実施 

ステップ４ 図書館運営委員会評価（外部評価） 

▶年度ごとに、図書館運営委員会において、内部評価を参考に外部視点からの評価を受ける。 
    ①具体目標・指標の妥当性   ②内部評価の確認と改善方針 

▶事務局は毎年「武蔵野市の図書館」を発行し、詳細な事業報告を情報公開する。 
  これを図書館運営委員会に報告し、同委員会での検討を踏まえ、外部評価の一つとする。 

ステップ５ 内部評価・外部評価に基づく改善 
▶事務局による内部評価、図書館運営委員会による外部評価に基づき、改善策を検討し、実施する。 
  

ステップ３ 事業実施に伴う事務局評価（内部評価） 

▶年度ごとに、具体目標・指標への達成状況を評価する。 
     A 目標を達成している／目標達成に向けて計画的に進行している 

   B 概ね達成している／計画的に進行しているが、一部に遅れや課題がある 

   C 目標達成に対して無視出来ない遅れや課題がある／計画が進行していない 

 



中央図書館　TEL（51）5145問合せ

計画期間

令和３年度から

令和７年度まで

●保育園・幼稚園・こども園等の職員向けの講演会や研修会の開催

●学校図書館サポーターの勤務体制の向上

＊家庭における乳幼児期の読書活動への支援

●保護者向けの読み聞かせ講座の実施

＊学校図書館機能の充実

●学校における読書環境の整備

●学校図書館と市立図書館の連携

●学校図書館を利用できる時間の充実

＊ICT の活用

●電子書籍サービスの活用

＊配慮を必要とする子どもへの取組 

●デイジー図書※1、マルチメディアデイジー図書※2 の充実、周知活動

妊
娠
期

０
歳

３
歳

６
歳

９
歳

13

歳
16

歳
18

歳
20

歳

親、家庭、地域、紙の本の影響が大きい時期

学校、友人、部活、習い事、塾、受験、電子情報（インターネット、スマホ、

SNS）など、見聞きする世界が広がりその影響が大きくなる時期

主な
取組 1

子どもの読書活動に関わる

人材の育成、支援体制強化

主な
取組 2

すべての子どもの発達段階に応じた読書活動支援

そのために、子どもたちが知りたい、触れたい、感じたいと思ったときに、
すぐにそばに本があること、本と子どもをつなぐ人がいること、そうした環境の整備を進めていきます。

＊保育園・幼稚園等への支援

●保育園、幼稚園などの団体名義のカードの作成

「第２次武蔵野市子ども読書活動推進計画」

子どもたちが読書を通じて、豊かな心を培い、
自ら学ぶ力を身に付けることで、生きる力を育む

3 つの基本方針
読書習慣を身に付け、
豊かな心を培う

多様な読書を通じて
自ら学ぶ力を身に付ける

情報を適切に読み解き、
活用できる力を育む

むさしのブックスタート
( 保健センターにて )

読書の
動機づ

け指導

( 小学
校３年

生対象
)

児童向けブックリストの本の展示

おはなし会

（中央図書館
にて）

＊1　視覚障害等により通常の印刷物を読むことが困難な方々のためにカセットテープに代わるものとして開発されたデジタル図書。

＊2　読み書きに困難がある方の読書をサポートするために、文章を読み上げる音を聞きながら、画面上で文章、絵や写真などを見ることができるデジタル図書。

令和３年３月策定


